
企 業 を育み 地 域 を 潤 すエリアネットワーク通 信

2022年10月号 No.578 10最新情報は
相模原商工会議所の
ホームページを
ご覧ください。

相模原商工会議所

友だち募集中
第41回さがみはら観光写真コンテスト市議会議長賞作品 「宮ヶ瀬秋景」　

（画像提供：公益財団法人相模原市観光協会・撮影　沖 久典氏）

日本商工会議所
創立100周年

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ
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日
本
商
工
会
議
所
（
三
村
明
夫
会
頭
）

は
９
月
16
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
、
全
国
の
商
工
会
議
所
の
役
員
ら
約

１
１
０
０
人
が
集
い
（
当
所
か
ら
杉
岡
芳

樹
会
頭
、
梅
沢
道
雄
専
務
理
事
が
参
加
）、

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
式
典
に
は
、
天
皇
陛
下
が
ご

出
席
さ
れ
た
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
岸
田
文

雄
首
相
が
参
加
し
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

日
商
は
、
第
１
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処

理
な
ど
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、
全

国
の
商
工
会
議
所
の
発
意
で
１
９
２
２
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
当
所
を
含

む
全
国
５
１
５
商
工
会
議
所
（
会
員
企
業

１
２
３
万
社
）が
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
の
中
で
、
三
村
会
頭
は
「
日
商
と

全
国
の
商
工
会
議
所
が『
地
域
と
と
も
に
、

未
来
を
創
る
』と
い
う
理
念
の
下
、
自
己

変
革
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
中
小
企
業
を
一

丸
と
な
っ
て
支
援
し
、
地
域
経
済
、
日
本

経
済
を
成
長
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
堅
く

誓
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

鳥
居
信
吾
副
会
頭
が
、
１
０
０
周
年
を
契

機
に
決
定
し
た
日
商
の
「
宣
言
」を
発
表

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
商
で
は「
創
立
１
０
０
周
年

記
念
特
設
サ
イ
ト
」を
開
設
。「
商
工
会
議

所
の
あ
ゆ
み
と
活
動
」「
日
商
１
０
０
年
の

あ
ゆ
み
」「
記
念
講
演
会
ア
ー
カ
イ

ブ
」な
ど
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、こ
の
記
念
式
典
の
模
様

も
公
開
す
る
予
定

で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。（https://

www.jcci.or.jp/anniversary/

）

「
地
域
と
と
も
に
、
未
来
を
創
る
」

天
皇
陛
下
ご
出
席
の
も
と

日
商
創
立
１
０
０
周
年

 
記
念
式
典
を
開
催

　

事
業
承
継
は
後
回
し
に

な
り
が
ち
な
課
題
で
す
が
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て

な
い
よ
う
に
少
し
ず
つ
準

備
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

当
所
は
、市
内
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
円
滑
な

事
業
承
継
を
支
援
す
る
に

当
た
り
、
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
東
京
校
と
共

催
し
、「
事
業
承
継
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
ま
だ
早
い
っ
て
誰
が
言
っ
た
の
？
」を

テ
ー
マ
に
当
所
が
全
力
で
事
業
承
継
の
壁

に
挑
戦
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
気
軽
に
経
験
談
を
聞
き
に
来
て

く
だ
さ
い
。

【
開
催
概
要
】

日
　
時　

10
月
25
日　

18
時
～
20
時

場
　
所　

市
立
産
業
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

申
込
人
数　

50
名（
申
込
順
）

参
加
費　

無
料

内
　
容

〇
第
１
部

　「
異
業
種
の
後
継
者
だ
か
ら
こ
そ
冒
険

で
き
る
！
　
～
東
京
か
ら
来
た
ホ
テ
ル
マ

ン
の
親
族
内
事
業
承
継
～
」

【
永
塚
製
作
所
　
能
勢
直
征
社
長
】

　

都
内
近
郊
の
有
名
ホ
テ
ル
マ
ン
で
支
配

人
を
務
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
奥
様
の
実
家

を
継
い
で
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
、
代
表
に
就

任
。
40
歳
で
新
潟
へ
移
住
し
、G

O
O

D
 

D
ESIG

N
 best100

に
受
賞
し
た
ゴ
ミ
拾

い
専
用
ト
ン
グ（
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
）が
誕
生
し

た
経
緯
を
語
り
ま
す
。

〇
第
２
部

　「
次
世
代
へ
繋
げ
る
バ
ト
ン
の
渡
し
方
・

受
け
取
り
方
」

【
協
力
：
相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
】

　

市
内
企
業
で
あ
る
新
光
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
秋
山
社
長
に「
あ
る
日
突
然
社
長
に
な
っ

た
苦
労
話
」、
相
模
カ
ラ
ー
フ
ォ
ー
ム
工
業

甲
斐
社
長
に「
０
％
か
ら
株
式
を
買
い
取
っ

た
苦
労
話
」を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
第
３
部

　

当
所
・
中
小
機
構
よ
り
支
援
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
振
興
課

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

第１部で登壇する永
塚製作所　能勢社長

第２部で登壇する相
模カラーフォーム工業　
甲斐社長

事業承継のリアルな
話を聴いてみませんか？

参加者募集中

記念式典に参加した杉岡会頭（左）
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ロボット専門展示会

来場登録受付中

▼
ロ
ボ
ッ
ト
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
刊

　

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議

会
は
「
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
企
業
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」の
最
新
版
（
２
０
２
２
年
版
）を
発

刊
し
ま
し
た
。

　

相
模
原
市
内
の
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業
や

保
有
技
術
の
魅
力
発
信
を
目
的
に
例
年
発

刊
し
て
お
り
、
最
新
版
で
は
52
社
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
10
月
19
～
21
日
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
「Japan Robot 

W
eek2022

」の
出
展
ブ
ー
ス
に
て
配
布
す

る
ほ
か
、
同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
無
料

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼Japan R
obot W

eek2022
 

来
場
登
録
受
付
中

　

同
協
議
会
が
共
同
出
展
す
る
「Japan 

Robot W
eek2022

」の
来
場
登
録
が
開
始

し
ま
し
た
。「
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
協
議
会
」ブ
ー
ス
に
は
会
員
企
業
８
社

が
共
同
出
展
し
魅
力
の
発
信
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※ 

展
示
会
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

市
内
企
業
の
魅
力
を
発
信

　

当
所
は
、
９
月
14
日
に
さ
が
み
は
ら

ロ
ボ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
の
第
一
弾
と
な
る

「
か
ん
た
ん
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
つ
き

ロ
ボ
ッ
ト
社
会
見
学
会
」を
開
催
し
、
小

学
１
～
４
年
生
の
保
護
者
を
含
む
27
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
ロ
ボ
ッ
ト
教
材
の
製
造
を
行

う
ビ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
・
ワ
ン
（
阿
部

行
成
社
長
）の
「
リ
モ
コ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
」

を
使
っ
た
「
か
ん
た
ん
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
体
験
」と
、
積
極
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
活

用
を
行
う
Ｇ
Ｌ
Ｐ
ア
ル
フ
ァ
リ
ン
ク
相

模
原
（
日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ
）内
の
現
場
で
働

く
ロ
ボ
ッ
ト
の
社
会
見
学
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
」

は
、
将
来
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
で
活
躍
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
人
材
の
創
出
を
目
的
に
実
施

し
て
お
り
、
現
在
、
第
二
弾
と
な
る
協

働
ロ
ボ
ッ
ト
の
本
格
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

体
験
会
の
参
加
者
を
受
付
中
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

ロボット
社会見学会開催
プログラミング体験も

自動補充ロボットなどを見学
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個
性
的
で
魅
力
あ
る
店
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
お
店
を
表
彰
す
る
「
第
19
回
相
模

原
お
店
大
賞
」。
９
月
か
ら
投
票
（
投
票

用
紙
・
イ
ン
ス
タ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
＆
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）を
開
始
し
、
お
か
げ
さ
ま
で

た
く
さ
ん
の
投
票
を
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

10
月
末
ま
で
に
投
票
さ
れ
た
中
か
ら
上

位
店
舗
を
選
定
し
、
11
月
に
臨
店
審
査
を

実
施
。
そ
の
後
、
選
考
会
に
よ
り
大
賞
・

準
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。
過
去
の
受
賞
店

か
ら
は
「
お
客
さ
ん
が
増
え
た
」「
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
」な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、
地
域
商
業
や
個
店
の
活
性
化
と

と
も
に
、
宣
伝
効
果
の
大
き
い
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
イ
ン
ス
タ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
投
稿
な
ど
を
活
用
し
て
店
舗
の
情
報

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
大
賞
受
賞
を
目

指
し
て
自
店
の
お
客
さ
ま
へ
投
票
を
呼
び

掛
け
る
こ
と
で
、
自
店
と
の
「
絆
」を
深

め
て
い
る
事
業
者
も
い
ま
す
。
是
非
、
皆

さ
ま
も
お
店
・
お
客
と
し
て
、
こ
の
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
（
※
イ

ン
ス
タ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
投
票
含
め
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
等
に
係
る
詳
細
は
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

　

イ
ン
ス
タ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
に
よ
る“
お
店
大
賞
へ

の
投
票
”を
通
じ
て
、
多
く
の
常
連
・
新

規
の
お
客
様
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
「
＃
お
店
と
の
出
会
い
を
シ
ェ
ア
し
よ

う
」是
非
、お
店
大
賞
を
ご
活
用
下
さ
い
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

経
営
支
援
課　

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
５

お 店 大 賞
投票受付中！

（10月末迄）

＃
お
店
と
の
出
会
い
を

 

シ
ェ
ア
し
よ
う

画像：昨年のインスタ投稿より抜粋

公式ホームページ

インスタ・ツイッター
投票ページ

　

こ
の
ほ
ど
、
各
部
会
で
部
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
当
商
工
会
議
所
第
18
期
の
２
号

議
員
合
計
49
名
お
よ
び
各
部
会
の
部
会
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
会
総
会
は
、
各
部
会
で
８
月
18
日
か

ら
９
月
12
日
に
か
け
て
開
催
。
第
18
期
２

号
議
員
、
同
１
号
議
員
候
補
者
、
同
常
議

員
候
補
者
な
ら
び
に
部
会
役
員
な
ど
に
つ

い
て
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
各
部
会

の
選
任
者
数
お
よ
び
部
会
長
は
下
表
の
と

　

商
業
部
会
（
古
橋
裕
一
部
会
長
＝
相
陽

建
設
社
長
）は
、
市
内
商
業
の
振
興
と
発

展
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
部
会
で
、
商

業
や
商
店
街
な
ど
に

か
か
わ
る
会
員
が
所

属
、
毎
月
定
例
会
を

開
催
し
、
勉
強
会
や

実
施
事
業
に
関
す
る

協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
当
部
会
で

は
定
例
会
に
参
加
を

希
望
す
る
オ
ブ
ザ
ー

第
18
期
２
号
議
員

49
名
が
選
任

�

各
部
会
で
部
会
総
会
開
催

お
り
決
定
。
工
業
部
会
、不
動
産
業
部
会
、

お
よ
び
飲
食
宿
泊
業
部
会
で
部
会
長
が
新

任
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
任
さ
れ
た
２
号
議
員
の
事
業
所
名
等

に
つ
い
て
は
、
会
報
11
月
号
に
て
詳
細
を

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
当
部
会
の
実

施
事
業
に
興
味
の
あ
る
方
や
、
商
業
者
同

士
の
交
流
を
図
り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度

ご
参
加
下
さ
い
。

【
対
象
】�商
業
を
営
む
会
員
、
商
店
街
等
で

役
員
を
務
め
て
い
る
会
員

【
定
例
会
の
開
催
日
程
・
会
場
】

　

原
則
、
毎
月
第
３
木
曜
20
時
10
分
～

　

商
工
会
議
所
新
館
４
階
役
員
会
議
室

【
主
な
実
施
事
業
】

　

情
報
サ
イ
ト「
さ
が
さ
が
」を
参
照

　

https://sagasaga.net

【
参
加
申
込
】

　

経
営
支
援
課
（
商
業
部
会

担
当
）に
ご
連
絡
下
さ
い
。

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
５

部　会 部会長 ２ 号
選任数

商 業 部 会 古橋　裕一
（相陽建設㈱ メープルショップ） 11

工 業 部 会 山﨑　利宏
（城山工業㈱） 18

サービス業部会 細田　明彦
（細田明彦税理士事務所） 9

建設業部会 谷津　　弘
（谷津建設㈱） 6

不動産業部会 唐橋　和男
（㈱サーティーフォー） 1

交通運輸業部会 岡田　　聰
（日本通運㈱ 神奈川西支店） 1

金融保険業部会 池田　　亨
（㈱横浜銀行 相模原駅前支店） 2

飲食宿泊業部会 中田　克己
（㈱かつまさ） 1

 （敬称略）

定
例
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

商業部会

行政との意見交換等も実施
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■
信
用
保
証
料
が
全
額
補
助
さ
れ
ま
す
！

　

原
油
・
原
材
料
高
騰
等
の
影
響
を
受
け

て
い
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ
、
信
用
保

証
料
の
負
担
が
な
い
保
証
制
度
の
ご
案
内

で
す
。

【
原
油
・
原
材
料
高
騰
等
対
策
特
別
融
資
】

　

信
用
保
証
料　

全
額
補
助

　

対
象
：
令
和
４
年
12
月
28
日

　
　
　
　

保
証
申
込
受
付
分
ま
で

○ 

ご
利
用
要
件
：
原
油
・
原
材
料
高
騰
等

の
影
響
を
受
け
、
売
上
高
等
減
少
要
件

に
該
当
す
る
方
（
金
融
機
関
に
よ
る
確

認
が
必
要
）

○
保
証
限
度
額
：
８
千
万
円

○ 

保
証
期
間
：
運
転
資
金
10
年
以
内
／
設

備
資
金
15
年
以
内

　

詳
し
く
は
、
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

相
模
原
支
店

 

☎
０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

 
https://www.cgc-kanagawa.or.jp

当協会ホームページは
こちら

＼経営に役立つ情報を発信／
LINE友だち募集中

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

神
奈
川
県

信
用
保
証
協
会

　

青
年
部
（
松
下
龍
太
会

長
＝
Ｆ
О
Ｒ
Ｔ
社
長
）は

９
月
15
日
、
例
年
実
施
し

て
い
る
納
涼
会
議
事
業
を

拡
大
し
た
「
納
涼
ナ
イ
ト

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」を
開
催

し
、
О
Ｂ
・
О
Ｇ
を
含
め

会
員
ら
約
40
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
横
浜
港
大
さ
ん

橋
か
ら
出
港
す
る
ロ
イ
ヤ

ル
ウ
イ
ン
グ
号
に
乗
船
し
、
非
日
常
的
な

空
間
で
久
々
の
交
流
や
活
動
の
報
告
を
行

い
、
余
興
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

青
年
部
事
業
も
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

都
市
産
業
研
究
会
（
渡
邊
知
雅
子
会
長

＝
さ
が
み
ピ
ー
ア
ー
ル
社
長
）は
９
月
10

日
、
市
立
産
業
会
館
で
相
模
原
市

リ
ニ
ア
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
課
長

の
杉
浦
氏
、
リ
ニ
ア
事
業
対
策
課

長
の
清
原
氏
、
相
模
原
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
課
長
の
小
川
氏
の
計
３

名
を
招
き
、
リ
ニ
ア
駅
開
業
に
関

す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
２
年
に
１
度
、
相
模
原
市
長

に
対
し
、
よ
り
よ
い
相
模
原
に
な
る
よ
う

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
延

期
や
中
止
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
、

数
年
ぶ
り
に
交
流
事

業
が
開
催
で
き
た
こ

と
に
よ
り
、
会
員
や
О
Ｂ
・
О
Ｇ
同
士
が
さ

ら
な
る
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
О
Ｂ
か
ら
は「
現
役
メ
ン
バ
ー

も
新
し
い
人
が
増
え
て
知
ら
な
い
顔
ば
か

り
に
な
っ
て
い
た
。
О
Ｂ
に
な
っ
て
も
つ

な
が
り
を
持
て
る
の
が
青
年
部
の
よ
さ
だ

と
改
め
て
実
感
し
た
」と
、
交
流
の
重
要

さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

納涼クルージング
 事業を開催

青年部９月度交流事業

意
見
を
ま
と
め
た
提
言
書
を
提
出
し
て

お
り
、
本
意
見
交
換
会
は
次
回
の
提
言

書
作
成
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。
同
会
で
は
２
０
１
６
年
に
リ

ニ
ア
駅
開
業
に
向
け
た
提
言
書
「
橋
本
・

相
模
原
駅
周
辺
都
市
整
備
に
関
す
る
提
言

書
」を
提
出
し
て
お
り
、
提
言

内
容
が
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
に

ど
こ
ま
で
反
映
が
さ
れ
て
い
る

の
か
を
確
認
し
な
が
ら
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

杉
浦
氏
は
意
見
交
換
の
中

で
、「
今
後
も
多
く
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
う
え
で
具
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

船を背景に記念撮影

意見交換会の様子

都
市
産
業
研
究
会

リ
ニ
ア
駅
開
業
に
向
け
た

 

意
見
交
換
会
を
実
施
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―
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
「
当
事
務
所
は
開
業
時
か
ら『
中
小
企
業
が

日
本
を
支
え
て
い
る
』と
い
う
信
念
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て『
中
小
企
業
と
と
も
に
成
長

発
展
し
日
本
の
未
来
を
明
る
く
す
る
』と
の
経

営
理
念
も
あ
り
ま
す
。
日
々
寄
せ
ら
れ
る
ご
相

談
の
中
で
最
も
多
い
契
約
書
関
係
を
は
じ
め
、

Ｉ
Ｐ
Ｏ
支
援
や
知
的
財
産
、
Ｍ
＆
Ａ（
企
業
の

合
併
・
吸
収
）、
事
業
承
継
分
野
な
ど
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
」

　
―
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
上
で
契
約
書
関
係
の

チ
ェ
ッ
ク
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
当
事
務
所
で
は
年
間
７
０
０
件
ほ
ど
の
契

約
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
業
務
委
託
契

約
や
Ｎ
Ｄ
Ａ（
秘
密
保
持
契
約
）、
共
同
研
究
・

開
発
契
約
な
ど
、
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
一

昔
前
と
比
べ
る
と
、
中
小
企
業
間
で
も
契
約
書

関
係
の
チ
ェ
ッ
ク
が
浸
透
し
て
き
た
気
が
し
ま

す
。
た
だ
、
今
で
も
取
引
時
に
契
約
書
を
交
わ

さ
な
か
っ
た
り
、
相
手
か
ら
送
ら
れ
た
契
約
書

を
じ
っ
く
り
と
読
ま
ず
結
ん
で
し
ま
っ
た
り
す

る
企
業
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
契
約
書
は
取
引

の
す
べ
て
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
顧
問
弁
護
士
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
「
ま
た
、
大
手
企
業
が
法
務
部
を
置
い
て
い

る
の
は
、置
く
必
要
性
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

法
務
部
な
ど
を
置
か
な
い
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
に
と
っ
て
は
、
他
社
と
の
共
同
開
発
や
新

製
品
開
発
時
に
は
、
知
財
リ
ス
ク
が
必
ず
存
在

し
ま
す
。
特
に
、
中
小
企
業
が
大
手
と
何
ら
か

の
技
術
契
約
を
結
ぶ
際
、
知
財
に
対
す
る
知
識

が
乏
し
い
た
め
に
、
結
局
は
大
手
に
有
利
な
条

件
と
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
目
に
し
ま
す
。

た
だ
、
弁
護
士
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
る
こ
と
で
、

知
財
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、
最
終
的
に
は

『
知
財
ビ
ジ
ネ
ス
』に
つ
な
が
る
よ
う
に
も
な

る
と
思
い
ま
す
」

　
―
Ｄ
Ｘ
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
当
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
を
設
け
ま
し
た
。24
時
間
３
６
５
日
、

困
っ
た
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
上
に
質
問
し
て
も
ら
う
と
、
蓄

積
さ
れ
た
事
例
か
ら
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
最

適
な
回
答
を
探
し
出
し
ま
す
。
経
営
者
の
方
々

を
悩
ま
す
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
対
し
、
少
し
で
も

安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
開
発
し
ま
し
た
」

　
―
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、『
中
小
企
業
と

と
も
に
成
長
発
展
し
日
本
の
未
来
を
明
る
く
す

る
』と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
新
規
株
式
公
開
）を
目
指
す
よ

う
な
企
業
は
、
都
内
と
比
べ
る
と
、
相
模
原
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
地
域
に
は
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を

目
指
せ
る
と
い
う
の
は
、
社
会
か
ら
み
て
必
要

と
さ
れ
る
価
値
を
、
会
社
や
事
業
が
有
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は『
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
ゴ
ー

ル
』と
い
う
考
え
は
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
相
模
原
の
中
小
企
業
も
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
目

　髙瀬総合法律事務所（緑
区橋本）は、「中小企業に一
番近い弁護士事務所」を目
指しています。ビジネスを
していく上で、知的財産や
契約関係など、法的なチェ
ックは欠かせませんが、中
小企業の場合、大手のよう
に社内に法務部を置くこと
はできません。そこで必要
になってくるのが顧問弁護
士です。同事務所は「中小
企業の味方」として成長を
サポートしています。また、
弁護士事務所としては珍し
く、時間を問わず法律上の
疑問の解決につながる「チ
ャットボット」もホームペ
ージ上に設置。DX化にも
熱心に取り組んでいます。

指
す
ほ
ど
の
価
値
を
創
造
し
、
成
長
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
相
模
原
が
い

ず
れ
は
日
本
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う
な
地

域
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
夢
で
す
。
そ

の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
ロ
ー
カ

ル
価
格
で
提
供
で
き
る
法
律
事
務
所
を
目
指

し
、
地
元
の
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
成
長

サ
ポ
ー
ト
を
全
力
で
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

髙瀬 芳明さん髙瀬総合法律事務所
代表弁護士

契約書からM&Aまで
中小企業の「法務部」に
ホームページにはチャットボットも

TOP INTERVIEW
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と
こ
ろ
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ス
ー
パ
ー
で
よ
く
見
か
け
る
生
麺
タ
イ
プ
の

「
焼
き
そ
ば
」で
す
。
あ
る
大
手
企
業
の
製
造
工

場
内
で
は
、
同
社
の
装
置
に
よ
り
、
麺
と
粉
末

ソ
ー
ス
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
ま
と
め
、
段
ボ
ー
ル

に
詰
め
る
ま
で
の
工
程
を
自
動
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
人
が
集
ま
ら
な
く
な
り
、（
人

が
や
る
作
業
を
代
行
す
る
）自
動
化
装
置
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
」と
、
松
村

博
士
・
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ー
ム
チ
ー
フ
は
市
場
拡
大

に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
同
社
の
強

み
に
な
る
の
は
、自
動
化
装
置
に
と
ど
ま
ら
ず
、

必
要
に
応
じ
て
ロ
ボ
ッ
ト
も
使
い
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
■
高
い
内
製
化
率

　
内
製
化
率
の
高
さ
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
同

社
の
場
合
、
お
客
さ
ん
の
要
望
を
じ
っ
く
り
と

聞
き
、装
置
の
設
計
か
ら
部
品
加
工
、組
み
立
て
、

現
地
で
の
設
置
作
業
、
試
運
転
な
ど
、
導
入
ま

で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
い
ま
す
。「“
一
気
通

貫
”の
た
め
、
協
力
企
業
は
ほ
と
ん
ど
使
い
ま
せ

ん
」（
松
村
社
長
）と
い
う
ほ
ど
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
場
合
で
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

動
作
を
学
習
さ
せ
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
作
業
も
自

前
で
や
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
が
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
で
き
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ん
の
意
向
が
確

実
に
反
映
さ
れ
、
コ
ス
ト
競
争
力
で
も
優
位
に

立
て
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
■
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
提
案

　
今
後
に
つ
い
て
松
村
チ
ー
フ
は「
こ
れ
か
ら

先
も
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
時
代
で
す

が
、
そ
れ
で
も
会
社
と
し
て
安
定
し
て
や
っ
て

　
■
す
べ
て
が
一
品
一
様

　
省
力
化
、
自
動
化
装
置
の
開
発
を
手
掛
け
る

企
業
と
し
て
１
９
８
４
年
６
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。「
40
年
間
や
っ
て
き
た
中
で
、
諦
め
た

案
件
は
１
件
も
あ
り
ま
せ
ん
」（
松
村
泰
昌
社

長
）と
言
う
ほ
ど
、
技
術
力
に
自
信
を
持
っ
て

い
ま
す
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
は
取
引
先
の
多
角

化
を
図
り
、
今
で
は
食
品
業
界
な
ど
に
も
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
製
品
に
は「
カ
タ
ロ
グ
品
」や「
標
準

品
」は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
が
一
品
一
様
で

す
。
な
ぜ
な
ら
自
動
化
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
し
た
い

装
置
の
内
容
や
導
入
目
的
は
、
お
客
さ
ん
に
よ

っ
て
異
な
る
か
ら
で
す
。
す
べ
て
の
装
置
は
ゼ

ロ
か
ら
設
計
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
テ
ク
ノ
パ
イ
ル
田
名
に
あ
る
本
社
工

場
で
は
、
自
動
車
業
界
を
中
心
に
、
年
間
で
大

小
70
シ
ス
テ
ム
ほ
ど
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は「
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
装
置
」や

「
ビ
ニ
ー
ル
梱
包
装
置
」「
ガ
ス
ケ
ッ
ト
組
立
＆

ハ
ト
メ
加
締
機
」「
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
組
立
機
」な
ど
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
一
方
、
同
社
の
技
術
は
、
私
た
ち
の
身
近
な

　現在、製造業のみならず、
あらゆる業種で人手不足解
消や業務効率化への取り組
みが一層求められてきてい
ます。解決策としてDX（デ
ジタル・トランスフォーメ
ーション）化と並び、人がや
っていた作業を機械に任せ
る「自動化・ロボット化」も
注目されています。中央区
田名塩田の「テクノパイル田
名工業団地」内に本社を構え
るアルマックは、この道約
40年の実績があります。生
産ラインの自動組み立て装
置や自動搬送装置、画像検
査装置などを、お客さんの
要望に合わせ設計・製作。
大手自動車メーカーや食品
メーカーなどとも直接取引
をしています。

（左から）松村社長と松村チーフ

自動化やロボットで課題解決
設計段階からワンストップで

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
は
時
代
に
マ
ッ
チ
し
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
提
案
が
ど
れ
だ
け
で
き

る
か
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て

お
り
、
さ
ら
な
る
成
長
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
社
は
10
月
19
日
か
ら
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る「
ジ
ャ
パ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
ウ

ィ
ー
ク
２
０
２
２
」に
も
、
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ

ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
ブ
ー
ス
で
出
展
し
ま
す
。

アルマック㈱　代表取締役

松村 泰昌さん
ロボットチームチーフ

松村 博士さん

わが社のいち押し
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代表理事　山 本 博 之
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
〒252-0239 神奈川県相模原市中央区中央3-7-5
TEL 042-776-6100　　FAX 042-776-5656
http://www.soin.or.jp

官公需適格組合

積
立
投
資
の
す
す
め

　

日
本
経
済
は
長
ら
く
の
デ
フ
レ
に
慣
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
為
「
イ
ン
フ
レ
」の
可

能
性
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
に
向
か
う
過
程
で

需
要
と
供
給
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
も
重
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
、
食
料
価
格
が
高
騰
し
輸
入
物
価
の

上
昇
を
受
け
て
、
現
在
世
界
的
な
イ
ン
フ

レ
懸
念
が
加
速
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
デ
フ
レ
が
続
い
て
い
た
日

本
で
は
、
現
預
金
が
一
番
安
全
と
考
え
る

方
が
大
多
数
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
レ
と
は
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
上
が
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
資
産
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
有

価
証
券
を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
が
有
効

な
手
段
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
レ
時
代
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
ド
ル
・
コ
ス
ト

平
均
法
に
よ
る
時
間
分
散
を

図
る
こ
と
で
価
格
の
変
動
を

抑
え
効
率
よ
く
資
産
形
成
を

図
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
投

資
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
積

立
投
資
」を
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

大
和
証
券
株
式
会
社　

相
模
原
営
業
所

 

☎
０
４
２
－
７
１
９
－
３
５
９
０

今
☆
知
っ
て
お
き
た
い

 

マ
ネ
ー
学
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先
般
ご
依
頼
申
し
上
げ
ま
し
た
法
定
台

帳
登
録
更
新
お
よ
び
負
担
金
の
同
意
に
関

し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
理
解
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
負
担
金
の

賦
課
に
つ
き
ま
し
て
、
当
商
工
会
議
所
が

管
轄
す
る
全
特
定
商
工
業
者
の
過
半
数
を

超
え
る
同
意
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
特
定
商
工
業
者
数
：
５
１
９
０
件
、

負
担
金
同
意
数
：
２
８
４
８
件
）

　
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
特
定
商

工
業
者
負
担
金
の
納
入
に
関
す
る
ご
案
内

を
順
次
発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
出
費
多
端
の
折
、
恐
縮
に
存
じ
ま
す

が
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
納
入
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
負
担
金
額
　
１
５
０
０
円

○
支
払
方
法（
口
座
振
替
で
な
い
事
業
所
様
）

　
①�

ご
通
知
（
11
月
上
旬
発
送
予
定
）に

同
封
し
て
お
り
ま
す
振
込
用
紙
で
、

指
定
金
融
機
関
か
ら
お
支
払
い

　
②�

ご
通
知
に
記
載
の
口
座
へ
お
振
込
み

（
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
）

○
支
払
期
限
　
令
和
４
年
12
月
16
日

★�

口
座
振
替
の
お
届
け
を
い
た
だ
い
て
い

る
事
業
所
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令

和
４
年
10
月
17
日
に
引
き
落
と
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
定
商
工
業
者
の
基
準

　
①
法
人
事
業
所
の
場
合
、
資
本
金
又

は
払
込
済
出
資
金
額
が
３
０
０
万
円

以
上
の
事
業
所
　
②
従
業
員
数
が
20
人

（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
）以
上

の
事
業
所

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
課

�

☎�

０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
１

特
定
商
工
業
者
負
担
金

納
入
の
お
願
い

神奈川県最低賃金　改正のお知らせ

時間額1,071円
〔令和４年10月１日施行〕

中小企業・小規模事業者向けに賃金引上げの際に活用でき
る各種支援策、無料相談を用意しています。詳しくは、神
奈川働き方改革推進支援センター（電話：0120-910-090　
受付時間　平日9：00-17：00）へ。
〈お問い合わせ〉神奈川労働局労働基準部賃金室
横浜市中区北仲通5-57  横浜第２合同庁舎８階

（電話045-211-7354）

第１部で講演する堀内都喜子 氏
来場無料！

　　　　『技術講演会』中小製造業必聴のセミナーも同時開催します！（要事前申込）
【第一部】10:30～11:30
『大変化の時代に求められる
 中小企業の経営』
講師：電気通信大学特任教授、
　　　元日刊工業新聞社代表取締役社長
　　　千野俊猛 氏

【第二部】13:30～14:15
『今、求められるSDGs 活動
 ～選ばれる企業であるために～』
講師： 日本品質保証機構マネジメントシス

テム部門企画センター長
　　　今村俊樹 氏

【第三部】14:30～15:15
『ものづくり AI 革命と人材育成』
講師：HILLTOP
　　　代表取締役
　　　山本勇輝 氏

イベント詳細は下記ホームページをご覧ください。
https://tech2022.hachiouji.or.jp/

相模原・八王子・町田を
中心とした

地域の中小製造業と
出会える展示会！
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製 造 業 ▲ 21 ▲ 28 ▲ 31 ▲ 34 ▲ 18

建 設 業 ▲ 30 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 42 ▲ 34

小 売 業
卸 売 業

▲ 35 ▲ 43 ▲ 45 ▲ 45 ▲ 21

飲 食 業
サ ー ビ ス 業

▲ 28 ▲ 30 ▲ 20 ▲ 22 ▲ 20

全 業 種
( 総 合 )

▲ 28 ▲ 33 ▲ 30 ▲ 32 ▲ 22

調 査 期 間 ：令和4年7月1日～9月30日

回 答 率 ：18.1％ 回 答 者 数 ：686件

調 査 対 象 ：当所会員事業所3,784事業所

前々期概況
(R4.1-3)

前期概況
(R4.4-6)

今期概況
(R４.7-9)

次期見通し
(R4.10-12)

前年同期概要
(R3.7-9)

▲ 50

▲ 30

▲ 10

R3 4-6月 R3 7-9月 R3 10-12月 R4 1-3月 R4 4-6月 R4 7-9月 R4 10-12月

(次期見通し)

業況別（総合判断） DI値の推移 全産業

建設業

製造業

飲食業・

サービス業

小売業・

卸売業

<<景気観測調査>> 

前年度同時期との景況を比較し、「良い／悪い」などの指標を数値化し景気動向を調査。 

「良い」の回答数の割合から「悪い」の回答数の割合を引いて算出した数値（ＤＩ値）を用いる。 

相模原商工会議所 景気観測調査結果 
（令和４年７月～９月） 

長引く資材・燃料の高騰に、円安、感染症の再拡大が重なり、景況は再度悪化傾向に転じてい

る。人手不足と人件費の増加も深刻化しつつある。 

 

  
➢ 令和４年７月～９月期の総合業況ＤＩは▲３２と、前期▲３０とほぼ変わらな

かった。前期改善した飲食業・サービス業（前期▲２０・今期▲２２）は再度停

滞している。製造業（前期▲３１・今期▲３4）と建設業（前期▲３８・今期▲

42）は若干の悪化。小売業・卸売業（前期▲４５・今期▲４５）は、変わらなか

った。 

➢ コメントによると、ウクライナショックの長期化、円安、一部資材の不足によ

る仕入・材料・燃料費の高騰の影響が、全業種に渡って見られる。人手不足

や人件費の上昇も、多くの業種で深刻になってきている。景況の改善の声

は一部にとどまっている。 

➢ 次期見通しについては、総合業況ＤＩは▲２２と、今期▲３２から１０ポイント

の改善の見込み。製造業（今期▲３４・次期▲１８）と小売業・卸売業（今期▲

４５・次期▲２１）は大幅な改善が期待される。建設業（今期▲４２・次期▲３

４）もやや増加の見込み。ある程度回復傾向にある飲食業・サービス業（今期

▲２２・次期▲２０）は、ほぼ変わらない予想である。 

ポイント 
 
・【電子機器の設計製造販売】電子部

品調達が出来ず、苦労している。円安

により仕入単価が上昇している。 

・【空調設備工事】資材高騰、資材納期

の遅れ、コロナでの従業員休業などの

工事遅延。 

・【空気圧機器の卸売と一部製造】仕入

単価が上昇している上に品物がなか

なか入ってこないので、それを見越し

て先行発注をしているが、仕入先に払

う資金がギリギリになってきている。 

・【和食】アルバイトがなかなか見つか

らない。 

各業界から寄せられた 

コメント 

中小企業診断士による分析結果およびご活用いただける支援策等をまとめた詳細データは、 

当所ホームページに掲載しております。 

https://www.sagamihara-cci.or.jp/services/jouhou/keiki 

データの郵送をご希望される方は、総務課（☎042-753-8131）までご連絡をお願いいたします。 
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掲載無料 会員PRコーナー 貴社の自慢の商品・
サービスをPR　

PR本文は掲載者からいただいた原文のまま掲載をしています。

掲載事業所 募集中！ 当所会員事業所１会員につき１回限りご利用いただけます
お問い合わせ先  総務課　 TEL  042-753-8131

弊社は、女性が働きやすい・活躍できる・楽しくやりが
いのある職場づくりに力を入れております。適性を考え
ながら各社員に合ったカリキュラムで人材育成に取り組
んでおり、研修期間を設けております。各社員が循環し
て業務を担い、全体の理解を深め、業務への責任を持っ
て役目を果たして
おります。教育と
行動により女性の
業務領域を広げ、
お客様へより良い
サービスを提供
できるよう日々精
進して仕事に取り
組んでおります。

イカロス㈱ 
〒252-0143 相模原市緑区橋本6–24–1 プラウド橋本2Ｆ
TEL 042–703–7222 
E-mail info@salon-lucia.jp 

『人の喜びが自分の喜び』
楽しくやりがいのあるイカロス㈱

日本人のビジネスマンの方が海外の事業やビジネスに
もっと積極的に参入する手助けをし、海外の市場をもっ
と身近に感じるようにしたいと考えています。
ヨーロッパの国々との結びつきもありますが、現在はイ
ンドを中心に海外での様々な業務を行っています。イン
ドでしたら私たちのコネクションで、インドでのビジネス
をほぼ実現でき
ると思います。
相 模 原 市 の み
なさんの会社や
企業が、インド
進出を考える際
はぜひご相談く
ださい。

ZGO JAPAN㈱
〒252-0324 相模原市南区相武台2-9-7
TEL 046–205–0641
E-mail y-takahashi@zgojapan.co.jp

〒252-0231 相模原市中央区相模原3-3-7高木ビル2F     
TEL 042–757–2278
E-mail yoshimura.photoshop@gmail.com

インドへのビジネス進出は
弊社におまかせください！

★御社のニュースリリース、情報をお寄せください★
　「こんな新製品を出した」「新事業、新サービスを展開する」
などなど、広報したい情報をお寄せください。
� soumu@sagamihara-cci.or.jp

相模原産業ニュース 10月号

たる専門人材（コーディネー
ター）約130人、大学など約
30校ともネットワークがある。
　一方、SICは相模原市や中
小企業基盤整備機構、民間企
業などの出資により、1999
年 ４ 月に設立された起業家
育成のための「インキュベー
ション施設」。ベンチャーや
スタートアップなど計112社
（個人会員含む、7 月末時点）

が入居する。
　最近では、県央地域に位置
する中小製造業の支援なども
幅広く展開している。両者は
これまでにフォーラム開催や
交流会、補助金支援などで協
力関係にあったが、今後はさ
らに踏み込んだ形で連携する
ため、今回の協定締結に至った。
　SICとしては、TAMA協が有
する大学や専門家などのネッ
トワークが企業支援に活用で
きるようになる一方、TAMA
協にとっても、SICが長年培っ
てきたスタートアップ支援な
どのノウハウなどが事業に生
かせるようになるという。
（記事提供・かながわ経済新聞）

の体制を拡充。県内からのイ
ノベーション創出にもつなげ
ていく。
　TAMA協会（事務局＝東京
都八王子市）は、埼玉県や東
京都、神奈川県の国道16号・
圏央道周辺地域における産学
官と金融機関などで構成され
る企業支援のネットワーク機
関で、約500会員を擁する。
このうち、技術支援などに当

　首都圏産業活性化協会（TA�
MA協会）と、さがみはら産業
創造センター（SIC、緑区）は、
県央地域を中心とした県内と
首都圏・関東地域における中
小・ベンチャー企業の支援を
広域的かつ効率的に実施する
ため、連携協定を締結したと
発表した。両者の持つ企業支
援のインフラやノウハウを相
互活用することで、企業支援

TAMA協とSICが連携協定締結
相互協力で中小・ベンチャー支援を効率化
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相談内容 日　　時 場所

労務相談
社会保険労務士による相談

11/8㈫
13:00～16:00

本所

受発注相談
産業振興センター相談員に
よる相談

10/26㈬・11/9㈬
13:00～16:00

本所

発明相談
神奈川県知財総合支援窓口
相談員による相談

11/10㈭
13:00～16:00

本所

メンタルヘルス相談
（職場環境対策）
公認心理師
精神保健福祉士による相談

10/12㈬・11/9㈬
13:00～16:00
※ご予約は総務課☎042-753-8131まで

本所

健康相談
産業医・保健師による相談
対象： 従業員数50人未満の

事業場

産業医：10/20㈭午後
保健師：10/12㈬、 11/9㈬
※ 詳細・ご相談・申し込みは相模原地域産業保健

センター☎042-707-4225まで

本所

その他各種相談 ※ 経営全般、事業承継相談、IT相談、経営
安定相談等の各種相談も承っております。 本所

年間日程については当所ホームページをご覧下さい。

相談内容 日　　時 場所

法律相談
弁護士による相談

10/21㈮・10/28㈮・11/4㈮・11/11㈮
13:00～16:00

本所

創業・経営革新相談
中小企業診断士による相談

10/27㈭・11/4㈮・11/9㈬
10:00～1２:00･13:00～16:00

本所

10/20㈭
10:00～1２:00･13:00～16:00

南支所

事業承継相談
産業振興センター相談員に
よる相談

申込時に日程調整のうえ実施 本所

許認可相談
行政書士による相談

10/21㈮
13:00～16:00

本所

税務・経理相談
税理士による相談

10/17㈪・10/20㈭・
11/7㈪・11/10㈭・11/14㈪
13:00～16:00  ※ご予約は☎042-759-0046まで

本所

～お気軽にご相談ください～
窓口相談のご案内

無
料 ご　予　約

お問い合わせ：本所経営支援課　☎ 042-753-8135

会員募集中
伊藤典範 共済会

イフ

if

1万円の入会金で一生涯保障

0120-42-9039もしも
の時は

安心のネットワーク
全葬連加盟店

深夜でも休日でも、24時間承っております。

伊藤典範 検索
〒252-0344 相模原市南区古淵5-27-1

白雲殿・紫雲殿・コミュニティホール 式場使用料
無　　料

　

当
所
の
労
務
（
社
会
保
険
労
務

士
）相
談
は
、
原
則
毎
月
第
２
火
曜

日
の
午
後
、
１
事
業
所
最
大
１
時
間

の
枠
で
、予
約
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
で
特
に
多
い
ケ
ー
ス
は
、

就
業
規
則
整
備
、
労
働
契
約
・
雇
用

契
約
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
働
き
方

改
革
な
ど
労
働
環
境
の
整
備
が
謳
わ

れ
て
い
る
近
年
は
特
に
ご
相
談
が
増

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用

調
整
助
成
金
に
つ
い
て
も
相
談
が
可

能
で
あ
り
、
幅
広
く
相
談
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
労
務
に
関
す
る
問

題
を
お
抱
え
の
事
業
経
営
者
の
皆
さ

ま
、
ま
ず
当
所
の
無
料
相
談
を
活
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

経
営
支
援
課

 

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
５

商工会議所の無料窓口相談

労務相談とは

労務相談の様子（イメージ）
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※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

会員数 4,603件（２0２２年8月２6日現在）
（2022年7月28日～8月26日）新入会員紹介

部　会 事業所名 代表者名 住所 電話番号 事業内容
商 業 に こ に こ ぽ か ぽ か ㈱

お い し い 馬 肉 さ く ら 商 店 清水　利重 中央区相生4-２-２5
ヴァンテージ101 0８0-4410-015８ 馬刺し販売店、障がい児のデイ

サービス

工 業 アクセスエンジニアリング㈲ 中村　賢一 中央区田名7361-２3 04２-7８5-２541 受託製造請負業務、購入品の調達、販売、輸
出入業務、電動車いす（movBot）の製造販売

工 業 ａ ｄ ｄ Ｔ Ｅ Ｎ �同 加藤　隆幸 南区新磯野3-９-6 046-２05-２7２0 レーザー溶接コンサルタント

サービス業 オ フ ィ ス ‐ ロ ー ジ ー 佐藤　美香 中央区星が丘4-6-6-703 04２-750-436８ エステティックサロン経営、化
粧品販売

サービス業 ㈱　Ｎ ｉ Ｃ Ｏ Ｆ Ｕ Ｌ Ｌ 吉田　　裕 中央区横山台1-45-２ 04２-８13-0701 障がい児童通所事業所

サービス業 日本板硝子ビジネスサポート㈱ 竹尾　慎二 緑区西橋本5-８-1 04２-775-15８5 人事・経理業務受託（シェアー
ドサービス）

サービス業 M E T A L  S L E E P E R 小池　清輝 中央区相模原6-11-13
SAGAMIHARA SIX Ｄ-3 04２-7９4-９136 カーディティリング業

建 設 業 ㈱　エヌ・エー・ディー 豊島　雄介 南区東林間5-13-1 04２-74９-7177 外構・電気工事、印刷、デザイン業、
エクステリア用品の販売、設計、施工

建 設 業 ㈱　相　　栄　　建　　総 山下　真平 中央区淵野辺1-11-14
福本ビル 101 04２-８51-6９９1 一般住宅修繕工事、大規模修繕

工事、施工管理等

建 設 業 ㈱　丸山建築Ｏｆｆｉｃｅ 丸山　洋征 南区東林間3-1-16
けやきハウス 403 04２-740-5051 設計、総合建設業

特 別 会 員 ㈱　エ ム ツ ー オ ー 松井　　淳 東京都多摩市和田２10９-９ 04２-355-２２3２ コンサルティング、中小企業診
断士事務所

特 別 会 員 ㈱　カ　タ　パ　ル　ト 山岸　智也 東京都三鷹市北野4-4-1-307 0９0-２5２6-7９31 経営コンサルタント、サービス業

特 別 会 員 デ ュ プ ロ ㈱　 横 浜 支 店 高坂　雅人 横浜市港北区新羽町1８01-1 045-９47-3９61 印刷機、紙折り機、バースター、メールシー
ラーを中心とする事務機器の販売、保守。

特 別 会 員 ㈱　Ｔｗо　Ｄооｒｓ 柳澤　　円 緑区三ケ木3８９-7 04２-71９-7136 編集、執筆、教育事業

※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前
商 業 神奈川トヨタ自動車㈱

トヨタモビリティ神奈川　千代田店 代 表 者 店長　吉屋　直樹 店長　濱口　悟

工 業 東日本電信電話㈱　相模原事業所 代 表 者 事業所長　佐々木　英一郎 事業所長　前田　和哉

会員登録変更のお知らせ

商工会館空室情報 10月1日
現　 在

★敷金・礼金無料！セキュリティ機能搭載貸室★
ご内見お待ちしております。

貸　室 面積（㎡）

本館 1 階 12.7

本館 ２ 階 3８.８/3９.6

※ 賃料等詳細につきましては下記までお問い合わせください。また、業
種等の条件により入居をお断りさせていただく場合がございます。 
予めご了承ください。 本件担当：総務課　☎ 04２-753-８131

発行日が通常と異なります。ご理解のほどよろしく
お願い申し上げます。
予
定
記
事

・臨時議員総会（第18期役員議員）
・令和 ５年度市政要望
・相模原商工会議所５0周年のあゆみ

次回「さがみはら商工会議所会報11月号」の発行は

11月15日となります。

役
員
人
事

　

会
頭
補
佐
役

　
長
谷
川
　
伸

 

（
令
和
４
年
10
月
１
日
付
新
任
）

新
入
職
員
紹
介

　

10
月
よ
り
相
模
原
商
工
会
議
所
に
入
職

致
し
ま
し
た
北
岸
誠
司
と
申
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

み
な
ら
ず
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
経

済
環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
、
相
模
原
市
の
経
済
の

発
展
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
努
力
致
し
ま

す
の
で
、
皆
様
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

中
小
企
業
振
興
部

産
業
振
興
課

北
岸　

誠
司

 ⎛

令
和
４
年　
　
　

⎞
 ⎝

10
月
１
日
付
採
用⎠
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編
集
印
刷
兼
発
行
人
　
　
梅
沢
　
道
雄

毎
月
一
回
原
則
10
日
発
行
　
定
価
２
０
０
円

発
行
／
相
模
原
商
工
会
議
所 

☎ 

０
４
２（
７
５
３
）１
３
１
５
㈹

〠
252
︲

0239 
相
模
原
市
中
央
区
中
央
３
︲
12
︲
３ 

FAX 

０
４
２（
７
５
３
）７
６
３
７
　

無
断
転
載
禁
止


